大西閑雪と〈関寺小町〉 by 関屋 俊彦
はじめに
私が武庫川女子大学に奉職したのは、昭和五十二年四月からで




久氏の御厚意で「大西家蔵書解題目録」を作成中で る。大阪で能楽師の家として一番古い歴史を誇り、梅田という一等地にあった大阪能楽会館は平成二十九年で以て閉館し 。私が 阪能楽会館 出入りするようになったのは、 学院生のころ、伊藤正義先生に導か




































































































































































































































際には延期されたと認められるのではあ まいか また、 『能楽』と比べて地謡まで詳しく記さ ていること そし 、編集子（閑雪自身であろう）は「大能関寺小町に就て」と語っている。当時の見解を示しているので以下に転載す 。「作者は観世流二代目結崎世阿弥元清にして、 （中略）観世流にては重習の奥にあり、宝生流にては桧垣、姨捨と共に三老女と称へ、金春流にては一子相伝に置き、金剛流にては卒都婆 鸚
鵡小町
とゝもに三老女となし、喜多流に もこれを習ひと称ひ居 るが、観世流にて 二代目以後七代目観世宗節が永禄十一年七月岐阜において織田信長の命を蒙り此能を勤め、又其彼十五代観世元章が明和年間に勤めたる外歴史としては見ることなけれど宗家のみは代々稽古し来れる事論を俟たざるべし、明治になりては八九年頃閑雪翁の
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亡父寸松翁が謡のみを披き、又十一二年頃喜多文十郎氏が京都にて能を勤め、三十四年五月に東京の梅若実翁が始めて弟子家として勤めたるものなるが同翁は弟子家とは云へ殆ど別家の勢力及び権能を有することなれば純粋の弟子家としてこれを勤めたるは閑雪翁を以て嚆矢となすなり、 」「一世一代」すなわち生涯にただ一度きりの演能ということであるが、閑雪は翌年四月に二回目を演じている。これは初めてのことである。中央の能界では取 上げられていない。せいぜい『京都新聞』に演能直前になっての明治四十年四月二日（倉田喜弘氏『明治の能楽』四）になって紹介されているだけである。ここでは これも『國諷 第二年第三巻（明治四十二年四月十二日）分に詳しで引用してみる。「四月中の能楽謡曲狂言会▲
三日（京都）片山能楽堂に於て大
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アルハ今ノ織部清親ノコト也、師ノ を分テ親子両人ニ当たる、又、三十トアルモ清親ノ事也、其比ハ三十郎殿ト云シ故也。金トアルハ金十郎殿事也、巌トアルハ岩尾也、十郎太ノ事也、清トアルハ赤坂清休ノ事、金トアルハ金剛金春 シルシニ書タル所モアルナリ」とある。一連の 番綴謡本の頭注に記される人物名を確定 る上で大事な指摘である。すなわち、特に「今 織部清親」とあるのは観世家十四世織部清親（延享四〈
1747〉年
55歳没）のことであり、この本





















































































十一日二御丸能・面十作・面毛書・面名寄・太鼓打様・ 〈卒都婆小町〉元文三年二月三日西ノ丸能清親・速水猪三郎殿ニ聞・平岩流〈海道下〉 ・ 〈花子〉大蔵千三郎竹内・多武峰〈七人翁〉 懺法等
N『 （三老女伝授）壽』仮綴列帖装写本一冊。




































押印＝「大西松諷社本部」の角朱印あり。内容：上＝高砂・弓八幡・御裳濯・志賀・松尾・吉野・伏見・淡路・鼓瀧・養老・絵馬・鵜飼・右近・呉服 佐保山・西王母・老松・白楽天・放生川・源太夫 難波 月宮殿・鵜祭・東方朔・白鬚 橘・大社・寝覚 江島 嵐山 加茂 玉津島 竹生島・和布刈 亀浦島・久瀬戸・玉井・皇帝 岩船・氷室・金札 田村・八嶋・箙 忠則・経正・千壽 木賊・関寺小町・二人静・吉野静・雲雀山 正尊・落葉・羽衣・胡蝶 陀羅尼落葉 杜若 小鹽 六浦 藤 誓願寺 朝顔・雲林院 葛城 遊行柳 姨捨 西行桜・雨月・熊野 松風 草紙洗小町 高野物狂・舞車 鞠物狂 紅葉狂 船弁慶 伍子胥・梅枝・天鼓 富士太鼓
下
＝邯鄲・唐船・枕慈童・太子・三笑・道明寺・一角仙人・
松山天狗 上宮太子 輪蔵 三輪 龍田 巻絹 室君 貴舟 放下僧・花月・自然居士 東岸居士 藤永 盛久 芦刈 春栄 安宅七騎落・小袖曽我・元服曽我・横山・鈴木・陰山・満仲・松虫・小督・錦木 厳島 海人 融・当麻 須磨源氏 弦上 石橋 望月・道成寺・鷺・国栖・大般若・源氏供養・花匡・籠祇王 弱法師 桜川・籠太鼓・柏崎 百万・三井寺 隅田川 蝉丸 丹後物狂・稲荷烏頭・女郎花 通小町・卒都婆小町・浮舟 玉葛 山 舟橋 歌
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名乗後一見せはやと存候小手ノ六ノ下備考：観世方・金剛方 金春方のことにも触れる。一、 〈嵐山〉末社間 猿聟の時「鷺方ハ猿舞アリ、兎角聞合」とあ
るなど鷺流の行なわれていた大正以前の記述か。












たが虚雪は〈関寺小町〉は舞台では演じていない。謡そのものにかかわってのものであるようだ。〈関寺小町〉の成立については対象が対象であるだけに思ったほど論考は多くない。基本的には表章・牛尾美江両氏による「 〈関寺小町〉演能史」 （ 『観世』昭和六十一年六～九月号）の資料一覧と考察、 特に（一）が中心となる。それを踏まえて小田幸子氏が『観世』
（平成二十五年八月号） 「観阿弥から世阿弥へー〈関寺小町〉をめぐってー」で注の形ではあるが「成立に関しては異論もあり」とした上で、伊藤正義氏 、 『三道』以後と推測された説（新潮日本古典集成『謡曲集中
』解題）と天野文雄氏が永享二（一四三〇）年













〈関寺小町〉を含めて研究入門編としては高度な天野文雄氏『能楽手帖』 （角川ソフィア文庫・令和元年九月）をお勧めしたい。残念ながら私は実際の舞台を拝見した機会はなかったが、神戸女子大学で幸円次郎十三回忌追善と銘打った梅若万三郎氏のビデオを拝見した印象では、世阿弥作で間違いないのではなかろう と思えた。まず、 「上ゲ歌」での「心の花」は世阿弥が好んで使 用語でもある。次に謡曲を読むだけではわかりにくいが、それは、子方の活躍が印象的である。まさにそこには老いゆく身と若さとの対比が現れている。また、児姿遊舞は二曲 本風であり、次に続く老体・老舞は三体之始と位置づけられる好対照となっている絵 して世阿弥伝書である「二曲三体人形図」にある有名な絵柄でもある。そこにはシテの毅然とした品 が感じ 。堂本正樹氏が「人間の劇八条の『関寺小町』の意義」 （ 『観世』昭和六 一年七月号）には大槻能楽堂で見た金春八条の演じ方に「身を捻じって」感動したこ
「前年見た弓川の、何もせず、何も表現出来ないという只もうお上品ぶった平板さに比べ、 小町は恥じも外聞もない熱い血を抱いて、そこにズカリと生きていた だ。 」と氏独特の口調 述べられる。堂本氏は八 演じ方に世阿弥当時のまだ熟してい かも知れな が の素朴さを直感されたのではないだろうか。私流にいえば、 〈関寺小町〉の作品そのものは世阿弥作だ まだ秘曲化されてはい かったという が妥当なところではあ まいか。
本報告は、 令和二年（二〇二〇）一月二十六日に大阪大学豊中キャ
ンパスで開かれた六麓会で報告したも ある。種々ご 見をくさった方々に感謝申し上げたい。
また、本稿は、科学研究助成金基盤研究（Ｃ） 「大阪能楽会館蔵
書解題目録の作成ならびに茂山千五郎家と青家のかかわり」 （課題番号
18999955　
研究代表者関屋俊彦）に基づく研究成果の一部で
ある。
（せきや・としひこ
　
元本学専任講師
　
関西大学名誉教授）
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